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　　　場所
　　建築物の用途
	 後退用地の面積
	面　　　積
	幅
	長　　　さ
	地　　　目

	
	㎡
	㎝
	ｍ
	


　　私儀、このたび上記の建築物等の確認申請及び門・へい等の設置届を提出いたしましたが、これが確認されましたうえは、下記事項を遵守し、後退用地としての機能保全を図ります。
　　万一御迷惑のかかることが生じた場合は、当方の責任において善処することを後日のため確約いたします。
記
　　敷地に接する道路幅員４ｍ未満の場合は、その道路の中心線より、２ｍ後退した後退用地内（別紙図面に示す後退地内）に建築物、門・へい等を建築せず、又、後退線の両端等に境界線杭を埋設し、後退線を明確にしておきます。
　　年　　月　　日　　
　　　　　　　　　殿
建築主　　　　　　　　　　　　



　　町道　　　　　　線改良（舗装）工事に伴い、貸人　　　　　　　　（以下「甲」という。）と借人　　　　　　　　（以下「乙」という。）は不動産の使用貸借に関し、次のとおり契約を締結した。
　　（契約物件）
　第１条　甲は、その所有に係る末尾に表示する土地を道路敷地として乙に無償で使用させるものとする。
　　（貸借期間）
　第２条　貸借期間は、道路が存続する期間とする。
　　（通知義務）
　第３条　甲は、この物件を第三者に譲渡するときは、あらかじめ乙に通知しなければならない。
　　（協議）
　第４条　この契約に定めのない事項については、甲、乙協議して定めるものとする。
　　この契約締結の証として、本書２通を作成し甲乙記名押印のうえ、それぞれその１通を保有するものとする。
　　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　（甲）
　　　　　　　　　　（乙）


　土地の表示
	所　　　　　　　　　　在
	地　　　番
	地目
	地　　　　　積

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



